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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２４年６月２８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 浸水 

発生日時 不明（平成２３年８月１５日 １８時３０分ごろ～１６日 ０２時００分

ごろの間） 

発生場所 青森県八戸市八戸漁港鮫
さめ

地区 

八戸港鮫内防波堤３号灯台から真方位１７２°４６０ｍ付近 

（概位 北緯４０°３１.８′ 東経１４１°３３.２′） 

事故調査の経過 平成２３年８月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第五八幡
やわた

丸、２.２トン 

 ＡＭ３－２１３２１（漁船登録番号）、個人所有 

 ８.０８ｍ（Lr）×２.０７ｍ×０.６８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数５０、不明 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７５歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５１年７月９日 

  免許証交付日 平成２２年１２月６日 

         （平成２８年８月１７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

 本船は、八戸漁港鮫地区に係船中、漁具の整備を行っていた船長が、平

成２３年８月１５日１８時３０分ごろ帰宅したのち、翌１６日０２時００

分ごろ出港のために帰船したところ、甲板上まで浸水していた。 

本船は、船長が海上保安部等に通報したのち、０４時００分ごろ沈没し

た。 

本船は、陸揚げされたのち、船舶修理業者による点検が行われたとこ

ろ、機関室左舷側の喫水線付近に設けられていたビルジの排出口に取り付

けられた機関室内の電動ビルジポンプ吐出側のビニールホースが破損して

いるのが発見された。 

 気象・海象 気象（八戸特別地域気象観測所）：  

 ８月１５日  

  １９：００ 天気 晴れ、風向 西南西、風速 ６.３m/s 

  ２０：００ 天気 曇り、風向 南西、風速 ７.１m/s 

２１：００ 天気 曇り、風向 西南西、風速 ４.９m/s 

  ２２：００ 天気 曇り、風向 南西、風速 ７.１m/s 
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  ２３：００ 天気 晴れ、風向 南西、風速 ４.８m/s 

  ２４：００ 天気 晴れ、風向 南南西、風速 ３.３m/s 

 ８月１６日 

  ０１：００ 天気 曇り、風向 南南西、風速 ５.０m/s 

  ０２：００ 天気 曇り、風向 南南西、風速 ３.８m/s 

海象：波 なし 

 その他の事項  本船は、電動ビルジポンプが機関室船尾側隔壁の中央部に設置され、２

日に１回発停スイッチを操作して同ポンプを約１０分間運転し、機関室内

に溜まったビルジを船外へ排出していた。 

本船は、平成２０年に中古で購入され、ビルジポンプ吐出側のビニール

ホースが排水口に逆Ｕ字に取り付けられており、約３年間使用していた。 

本船は、刺し網や錨を左舷側寄りに置き、左舷側に傾いた状態で係船し

ており、ビルジの排出口が喫水線より下方に位置していた。 

本船は、本事故前、機関室に溜まるビルジの量は増加していなかった。 

ビルジポンプ吐出側のビニールホースは、本事故後に調査したところ、

ホースバンドが脱落した状態であった。 

本船は、ビルジ高位警報装置はなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 本船は、八戸漁港鮫地区においてビルジの排出

口が船体傾斜により水面下にある状態で係船中、

１５日１８時３０分ごろ～１６日０２時００分ご

ろの間において、ビルジの排出口に取り付けられ

た機関室内の電動ビルジポンプ吐出側のビニール

ホースが経年使用により劣化して破損したことか

ら、機関室に浸水したものと考えられる。 

原因 

 

本事故は、本船が、八戸漁港鮫地区においてビルジの排出口が船体傾斜

により水面下にある状態で係船中、ビルジの排出口に取り付けられた機関

室内の電動ビルジポンプ吐出側のビニールホースが経年使用により劣化し

て破損したため、機関室に浸水したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・ビルジポンプ吐出側のビニールホースは、定期的に点検し、劣化や損

傷を認めた場合は交換すること。 

・ビルジポンプ吐出側の配管系統に逆止弁を装備し、海水が機関室に漏

水しないようにすること。 

 




